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中性子回折実験によるローソナイトの高圧下相転移の観察
A neutron diffraction study of phase transition in lawsonite at high pressure
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ローソナイト (CaAl2Si2O7(OH)2・H2O)は天然の変成岩中に認められ、含水MORB系においては 3.5 GPa以上に出現
する含水鉱物である。安定領域は、10 GPa程度まで、温度については 8 GPaにおいて 1000℃までの領域に広がり、11.5
wt.%もの水を構造中に保持するため、沈み込むスラブ中において主要な水のキャリアーと考えられている。またOH基
だけでなく水分子を構造中に持つ、数少ない高圧含水鉱物のひとつでもある。
　過去の常圧、低温での単結晶Ｘ線回折実験、中性子回折実験では低温 (273 K, 155 K)において、対称性の低下を伴う

2つの相転移が報告された (Libowitzky and Armbrruster, 1995など)。これらは熱振動により高温では水素が対称性の高い
位置を占めるようになるのに対し、低温側では周辺の酸素との相互作用により水素結合が強くなり、その位置からずれ
るためであると考察された。密度の低下する低温下の振る舞いはしばしば圧力の影響と同等であるとされ、高圧下で同
様の相転移が起きる可能性が指摘されている。本研究ではこの相転移の有無、そしてその高圧相の構造を調べることを
目的として高圧下中性子回折実験を行った。
　試料には天然のローソナイトを用い、電気炉中に、重水を通した窒素を流す置換法により重水素化した (Marion et

al., 2001)。赤外スペクトル、および常温常圧下における試料のリートベルト解析により、ほぼ完全に Dに置換している
ことが確認された。
　高温高圧実験は PLANET設置の 6軸プレスを、静水圧性を確保した常温高圧実験はパリ―エジンバラプレスを用い

て行った。加圧に伴い、1.83A付近に新たな反射が現れるのが確認され、高圧下で相転移が起きていることを示唆してい
る。当日は実験の詳細と解析結果を発表する予定である。
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